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美瑛 夏のメインイベント多彩

　美瑛の夏を楽しむ「どかんと農業まつり」が
８月 18 日、美瑛駅前の特設会場にて開催されま
した。今年は天気にも恵まれ、多くの来場者が
訪れました。当ＪＡの農畜産物販売ブースでは、
メロンが７分で完売するなど、大盛況となりま
した。毎年恒例となっているＳＴＶラジオ公開
生放送＆歌謡ショーでは、デビュー３５周年を
迎えた神野美伽さんをゲストにお呼びし、華や
かなステージを披露して頂きました。
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■枝幸漁協青年部　部長
　今年も、このフェスティ
バルの声をかけて頂き感謝
している。枝幸は美味しい
海産物が獲れる。今日は海
の幸を沢山用意してきた。
ぜひ皆さんに召し上がって
いただきたい。海の物と山
の物がこうして一緒に交流
できることは貴重であり一
生懸命販売もさせて頂きた
い。

■サッポロビール道北支社
　林支社長
　今年は北海道命名 150
年の記念の年度。サッポロ
ビールは会社が興されて
146 年となる。北海道内
で良質のホップが自生して
いるのを見つけたのが始ま
り。わが社は地域にこだわ
って事業を進めている。北
海道の小麦を原料にしたビ
ールをたくさん飲んで、元
気に過ごして頂きたい。

■浜田美瑛町長
　今年は全国で災害が発生
している。厳しい天変地異
の年度となってしまった。
農業者の皆さんのご苦労を
察すると思い余るものがあ
る。今日は午前中が JA 催
事中心、午後は商工会等の
企画となっている。実行委
員の皆さんに感謝するとと
もに、参加者の皆さんが楽
める一日となるよう祈って
いる。

■熊谷代表理事組合長
　今年は春から天候に悩ま
された。6 月の低温、夏の
高温は作物への影響も心配
される。生産者は秋の収穫
に向けて精一杯努力してい
る。本日のイベントには協
賛各社から特段のご協力を
頂いている。感謝を申し上
げたい。今日は多彩な催し
を企画している。楽しんで
頂きたい。

みなさんと大いに盛り上げて　　主催者・協賛者あいさつ

恒例のカニ早食い
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フォト
ア・ラ・カ・
ル・ト

GO!

三輪車　　　レース
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愛車で

三輪車　　　レース



6

第1136号　平成30年9月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）



7

第1136号　平成30年9月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　農林水産省は 2017 年度の食料自給率を発表した。
カロリーベースで史上２番目に低い前年度と同じ 38
％にとどまった。16 年度の自給率下落は、北海道の
生産地が台風被害を受けたことに伴う「一時的なも
の」と言われていたものの、道内の作柄が回復した
にもかかわらず自給率が浮揚しなかったことは極め
て深刻な事態だ。
　高齢化による離農が全国で加速していることの表
れではないかと危惧する声が多い。政府は、農作物
の輸出拡大など「攻めの農政」を志向するが、生産
基盤の弱体化を放置しての「攻め」などあり得ない。
当然ながら政府は、農業者が安心して生産に取り
組める環境づくりを進め、担い手を増やす努力をす
べきだ。各国の自給率（13 年）は米国やフランスが
100％を超え、イギリス、ドイツ、イタリアなどほか
の欧州主要国も軒並み 60％を上回る。日本は 25 年
度までに 45％に引き上げることを国家目標とするが、
決して高いとは言えない、この数値すらも遠のく一方
である。
　猛暑や干ばつ、豪雨などの異常気象による農業被害
は各国で後を絶たない。その一方で世界の人口は増え
続けており、新興国などとの「食料争奪戦」が今後、
激しさを増すことは容易に想像がつく。日本が安穏と
輸入頼みを続けていられる状況にはないではないだろ
うか。ところが、15 年の農業就業者数は５年前に比
べ約１割も減り、196 万人にまで落ち込んだ。こうし
た加速度的な減少は、農業の将来を悲観し、担い手の
世代交代が円滑に進んでいない生産地の現実を示して
いる。
　現政権は 13 年に成長戦略のひとつとして農業・農
村所得倍増を掲げたが、実際に進めてきた政策はそれ
と逆行させ、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）や欧州連合（Ｅ
Ｕ）との経済連携協定（ＥＰＡ）の合意で牛肉、乳製
品などの輸入は拡大され、米国との新貿易協議（ＦＦ
Ｒ）でもさらなる自由化を求められかねないのだ。
　首相の諮問機関である規制改革会議では、天候に
影響される農作物の生産性を、工業製品と同じ土俵で
考えること自体が間違いだ。規制改革会議の主張は農
業者の不安を増すばかりである。自給率の低迷は国家
の存立にかかわる重大事だ。

低迷する食料自給率
急がれる自国の生産基盤強化
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種
子
馬
鈴
薯
の
第
３
期
防
疫
検
査
が
、
７
月

17
日
に
実
施
さ
れ
全
筆
合
格
で
終
了
し
ま
し
た
。

圃
場
検
査
は
藤
野
地
区
15
戸
の
生
産
者
で
横
浜

植
物
防
疫
所
奥
田
防
疫
官
が
厳
し
い
審
査
に
当

種子馬鈴薯第３期防疫検査
46 年連続の全筆合格

た
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
播
種
作
業
が
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く
終
了
し
、
そ
の

後
生
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も
順
調
に
推
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し
て
い
た
も
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の
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中
旬
と
７
月
上
旬
の
長
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に
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り
、
一
部
圃
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で
は
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砂
の
流
出
、
冠
水
、
水
没
の
被
害
が
発

生
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
者
の
必
死
の
努
力

に
よ
り
最
小
限
の
被
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に
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い
止
め
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の
後
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不
安
定
な
気
候
条
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の
中
で
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、
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に
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め
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し
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。
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果
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、
全
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Ａ
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合
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。
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査
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は
、
天
候
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も
あ
り
、
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産
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皆
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も
大
変
ご
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労
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
管
理
作
業
が
徹
底
さ
れ
て

お
り
、
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害
等
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
収
穫
ま
で
の

期
間
の
管
理
作
業
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
と

講
評
。
最
後
に
岩
織
種
子
生
産
部
会
長
よ
り
今

後
は
、
収
穫
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
管
理
作

業
の
徹
底
を
行
い
、
良
質
な
種
子
馬
鈴
薯
生
産

を
進
め
て
い
く
と
の
決
意
表
明
を
致
し
ま
し
た
。

年間乳量 21,088㌔を達成した「BRF
シャムロック　キャミ―　ET号」
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①
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潜
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ぶ
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⑥
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）
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ら
）
の
間

⑩
警
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裁
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官
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こ
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⑫
黄
門
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の
お
膝
元
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⑭
決
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き
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―
―
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⑯
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⑱
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①
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③
マ
ガ
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⑤
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ま
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で
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仕
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⑪
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を
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を
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⑮
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の
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盛

ん
な
国
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⑰
―
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ば
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で
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⑳
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㉑
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ー
の
選
手
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Ａ
→
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『
コ
ス
モ
ス
』
で
し
た
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18

9

【全体運】物事を悪い方に考えそう。あまり深刻に
ならず、失敗しても笑い飛ばしてしまうくらいが
正解。ハーブティ吉

【健康運】ストレスを感じがち。適度な気晴らしを
【幸運を呼ぶ食べ物】サンマ

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲間と遊
びに出掛ければ、大いに楽しめます。クリエーティ
ブな活動にもツキ

【健康運】運動に励むのに最適。体力アップが可能
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】珍しく感情的になりやすいかも。人の行
動に口出しすると、トラブルを招くので、ご用心。
笑顔を心掛けて

【健康運】運動不足気味。小まめに動けば好変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】好奇心を刺激されることがあったら、と
ことん調べてみるとグッド。新しい趣味や習い事
を始めるのも刺激大

【健康運】うっかりしやすい月。けがに気を付けて
【幸運を呼ぶ食べ物】昆布

【全体運】 ゆったり過ごせる期間。趣味や好きな
ことに時間を費やせば充実感を味わえそう。部
屋の模様替えもお勧め

【健康運】食べ過ぎに注意。栄養バランスも大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

【全体運】新しいことにチャレンジする好機。未体
験の事柄でも思い切ってやってみる価値あり。新
発売の商品にも注目を。

【健康運】スポーツを楽しめば、体調が上向きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】サービス精神を発揮すると、対人運が好
転するはず。面倒見よく接してみて。気分転換に
はマッサージが効果的
健康運】気持ちにゆとりを持つことで、好影響大

【幸運を呼ぶ食べ物】ごま

【全体運】コミュニケーション運上昇。初対面の人
とも楽しく話せます。新しいタイプの友人をつく
れば、世界が広がりそう

【健康運】口コミで有益情報をゲット。試してみて
【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク

【全体運】発想力が乏しくなり、良いアイデアが浮
かびにくい時期です。周囲の意見に耳を傾けるこ
とで、意外なヒントが

【健康運】 疲れをため込みやすい。しっかり休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

【全体運】アクティブになれる月。積極的な行動が
チャンスを育てるきっかけに。また、ふとしたひら
めきにも幸運の予感

【健康運】心穏やかに過ごすことで、体調を整えて
【幸運を呼ぶ食べ物】シメジ

【全体運】文句が多く、トラブルメーカーになりや
すい暗示。悪いところではなく、長所に目を向けて。
玄関掃除で開運を

【健康運】生活リズムが乱れがち。寝不足は避けて 
【幸運を呼ぶ食べ物】チンゲンサイ

【全体運】状況判断を間違えやすいよう。大事なこ
とほど即決はせず、人のやり方を参考にして。リフ
レッシュには観劇へ

【健康運】ストレッチなどで軽く体を伸ばすと◎
【幸運を呼ぶ食べ物】梨

11

11

12

12

20

20

21

21

19

19

18

18

62

注！ハガキは62円です

7

7

Ｅ
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体にうれしい
藤井恵のまいにち納豆

部屋で楽しむ
小さな苔の森
石河英作　著
■ 1,512 円
おしゃれなインテリアとし
て、いま大人気の苔テラリ
ウム。手軽に作れるうえに
室内で楽しめるので、初心
者でも安心して育てられる。
本書では、種類別の作り方
と特徴、管理方法を詳しく
解説。苔の魅力が詰まった
一冊。

藤井　恵　著
■ 1,296 円

「おいしくて体にいい」を
テーマにした料理が人気の
藤井恵さんによる、おいし
い納豆レシピ。そのまま使
えるあえものやサラダはも
ちろん、ハンバーグやコロッ
ケ、カレーなど多彩に展開。

「1 日 1 納豆」で毎日元気
に！
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前受灯油とは
　冬期間（9.1 ～翌年 5.31）の家庭用灯油使用
金額を前納して頂くことを前提に、供給時の店
頭価格から 3円 /㍑引きと致します。（配送料込）
　前納金額に不足が生じた場合は、追加は原則
1 回のみ可と致します。
　残金は期間終了時点（5 月末）をもって精算
致します。
　申込みについては、北町給油所 ･ ＪＡ貯金店
舗にて。（11 月末まで）
　なお、クミカン引き希望の方は、登録印が必
要となります。
※ 新規（前受灯油）の方には箱ティッシュ５箱

をプレゼント！
※ アロックＶＩＰ会員なら、値引きも発生しま

す（受付時に会員№確認）
詳しくはホクレン北町給油所まで

前受灯油（受付・配送）開始！

ホクレン北町給油所　☎92-2157

ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

“国産メーカー冬タイヤ
早期予約受付中です！”

～早めの準備で安心・安全～
　ホクレンＳＳ（給油所）では、冬タイヤの早期
予約を受け付けています。
　早期予約特典として、9 月 30 日までにご予約
頂いたお客様には、粗品をプレゼント！
　また、早期特別価格にてタイヤをご提供させて
頂きます。
　さらに、タイヤ組替脱着工賃・ホイルバランス
調整・廃タイヤ処分料をサービスさせて頂きます。
　なお、アロックＶＩＰ会員は店頭給油値引（1
円／ℓ　6 ヶ月間）となります。
　詳しくは、ホクレン北町給油所
スタッフまでお問い合わせ下さい。

生産資材課からお知らせ

生産資材課　☎92-1411

　農薬の返品は９月 7 日（土）までとなっており
ますので、お早めの返品をお願いいたします。
まだ使用する農薬につきましては、使用終了後の
返品で構いません。
※有効期限が過ぎている物や汚泥品・破損・開封
済み等の農薬につきましては、返品を受けること
が出来ませんので、予めご了承ください。

毒劇物の購入の際には、
必ず印鑑をご持参頂きますようお願い
いたします。

農作業事故を未然に防ごう！

研修センター　☎92-0588

　農機協では、９月から１０月を「秋の農作業安
全運動期間」とし農作業事故防止を呼びかけてい
ます。　
　この時期は、秋の収穫作業で忙しい時期となり、
収穫機械による事故が多く発生します。トラクタ
ーや作業機等を動かす場合は、クラクションや周
囲の人に声かけなど、基本を守り農作業安全に努
めましょう。
　また、夕暮れ、夜間には回転灯や低速車マーク
などを装着して一般自動車と追突事故を未然に防
ぎましょう。

皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

農機協
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Ｊ
Ａ
び
え
い
青
年
部
は
、

７
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
国
際
農
業
機
械
展
示

会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
参

加
人
数
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
と
不
安
だ
っ
た
も
の
の
、

15
名
も
の
部
員
が
参
加
し
て

の
事
業

と
な
り

ま
し
た
。

　

初
日
は
ホ
ク
レ
ン
包
材
株
式
会
社

と
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
で
の
研
修
で

す
。
ホ
ク
レ
ン
包
材
株
式
会
社
で
は
、

主
に
肥
料
用
ポ
リ
袋
・
米
等
に
使
用

さ
れ
る
フ
レ
コ
ン
・
ハ
ウ
ス
用
フ
ィ

ル
ム
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
製

造
は
機
械
化
が
難
し
い
よ
う
で
、
ほ

ぼ
全
て
が
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
熟
練
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、

夏のメモリー
意義のあった青年部研修

素
早
く
フ
レ
コ
ン
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

品
質
管
理
も
目
視
点
検
に
よ
り
徹
底
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
安
心
し
て
使
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

次
の
、
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
で
は
、
農

薬
の
製
造
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
工
場

は
散
剤
工
場
・
液
剤
工
場
・
粒
剤
工
場
と

数
か
所
あ
り
、
今
回
は
液
剤
工
場
と
散
剤

工
場
を
見
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
工

場
見
学
の
あ
と
は
、
現
在
ホ
ク
サ
ン
株
式

会
社
で
開
発
し
た
、
売
り
出
し
中
の
薬
剤

に
つ
い
て
詳
し
い
研
究
デ
ー
タ
と
と
も
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
道
内
唯
一
の
中
央
卸
売
市
場
、
減
少
す

る
取
引
量

　

２
日
目
は
札
幌
中
央
卸
売
市
場
の
視
察

で
す
。
こ
こ
は
今
回
参
加
し
た
部
員
全
員

が
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
中
央
卸
売
市
場
と
は
、
農

林
水
産
大
臣
に
認
め
ら
な
け
れ
ば
開
設
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
北
海
道
に
は
地

方
卸
売
市
場
は
数
か
所
あ
り
ま
す
が
、
中

央
卸
売
市
場
は
道
内
で
は
こ
こ
１
か
所
の

み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
面
積
は
約

13 

ha
と
か
な
り
広
く
、
最
初
に
間
違
っ
た

場
所
で
バ
ス
か
ら
降
り
て
し
ま
い
、
管
理

セ
ン
タ
ー
ま
で
徒
歩
で
行
っ
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
い
い
運
動
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
最
中
、
目
に
し
た
の
が
タ
ー
レ
ッ
ト

と
言
う
運
搬
車
で
、
場
内
を
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
。
タ
ー
レ
ッ
ト
は
天
然
ガ
ス
を

燃
料
と
し
て
お
り
、
作
業
者
へ
の
配
慮
や

食
品
の
劣
化
も
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
力
で
圧
巻
の
夕
張
メ
ロ
ン

　

こ
こ
は
大
き
く
分
け
て
、
水
産
棟
と
青

果
棟
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
内
を

案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
市
場
協
会
の
重

鎮
で
あ
る
鷹
正
美
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
喋
り
方
に
か
な
り
癖
が
あ

り
、
ア
ン
チ
Ｊ
Ａ
な
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
勤
続
歴
は
50
年
近
い
と
い
う
こ

と
で
、
場
内
で
知
ら
な
い
こ
と
は
無
く
、

市
場
へ
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
青
果
棟
か
ら
見
学
。
こ
の
日
は

残
念
な
が
ら
セ
リ
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、

セ
リ
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
場
内
で
は
忙
し
く
作
業
し

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
並
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
青
果
物
の
な
か
で
メ
イ
ン

と
な
る
の
は
メ
ロ
ン
の
よ
う
で
、
そ
の
中

で
も
夕
張
メ
ロ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
は
未
だ
に

衰
え
ず
ト
ッ
プ
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

次
に
水
産
棟
で
す
。
こ
こ
で
も
セ
リ
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

タ
ー
レ
ッ
ト
が
走
り
回
り
、
業
者
の
方
々

は
忙
し
く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
セ
リ
に

は
一
声
ゼ
リ
と
上
げ
ゼ
リ
が
あ
る
よ
う
で
、

札
幌
の
水
産
物
で
は
全
て
一
声
ゼ
リ
を
採

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

札
幌
中
央
卸
売
市
場
で
は
現
在
、
１
日

に
約
６
億
円
の
取
引
が
あ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
も
年
々
減
少
し
て
い

る
よ
う
で
、
そ
の
原
因
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
の
普
及
や
直
接
取
引
の
拡
大
等
の
、

市
場
を
介
さ
な
い
流
通
が
増
え
て
い
る
こ

と
の
よ
う
で
す
。
案
内
人
の
鷹
さ
ん
は
こ

の
こ
と
に
強
い
憤
り
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
、
こ
こ
か
ら
も
市
場
へ
の
熱
い
思
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
を
視
察
し

ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
見
学
や
、
中
継
車
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
出
来
る
ま
で
の
過
程
を

見
学
し
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
見
学
中
に
星

野
圭
介
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
偶
然
会
う
こ
と

が
で
き
、
短
い
時
間
で
す
が
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
市
場
見
学
が

一
番
有
意
義
で
し
た
が
、
時
間
が
合
わ
ず
、

セ
リ
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は

非
常
に
残
念
で
し
た
。
し
か
し
今
回
の
市

場
見
学
と
、
市
場
協
会
の
案
内
人
の
鷹
さ

ん
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、
部
員
の
農
業
へ

の
思
い
に
何
か
更
な
る
変
化
が
起
こ
れ
ば

良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

報
告
／
Ｊ
Ａ
び
え
い
青
年
部
／
常
任
理
事
（
組
織
）

　

増
山
嵩
明

系
統
資
材
、
目
視
点
検
で
品
質
管
理

（上）青年部研修参加者
（下）ホクレン包装資材での担当者説明。
品質管理も最重点におかれていました
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■７月に襲った集中豪雨は、上川管内にも大きな被害をもたらし、そ
の傷跡が癒えないまま連続して台風が日本列島を襲う。この異常がど
こまで続くのか。この天変地異には怒りさえ憶える。もうすぐ農業者
が生産の経過から「収穫の歓びを」を体感する収穫期だ。天候に悩ま
されない作業を願うばかりだ。■ JA グループ北海道が喫緊の課題で
ある農業生産現場の「労働力不足」について、人材確保の提言を示し
た。都市近郊の住民へのパート募集の呼びかけ、求人サイトを利用し
た人材確保等が示されたが、残念ながら地方の農業専業地帯での決定
的な解決策ではない。外国人の在留資格創設が議論されているが「農
業も対象業種に位置付けられる」等制度の工夫が欲しい。JA 選果施
設や酪農ヘルパー等慢性的な労働力不足の解消には国の積極的な後
押しが欠かせない。

730 人

1,906 人

264 億 60 百万円

86 億 55 百万円

 11 億 35 百万円

46 億 16 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 30 年 7 月末）

発生件数　　2 件（11 件）　《8 件》
　　負傷　　2 人（11 人）　《8 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（8月 20日現在）

9
平

成
30年

9月
1日（

毎
月

1回
発

行
）

昭
和

45年
3月

5日
第

3種
郵

便
物

認
可

毎
月

1日
発

行
1136

熊
谷

留
夫

総
務

部
　

　

10日（月）　生産連農業会館竣工式・　70周年式典

17日（月）　敬老の日

22日（土）　全道共進会・　ゴールデンナショナルセール

23日（日）　秋分の日

24日（月）　振替休日

　

美
瑛
の
農
業
風
景
や
農
業
者
の
皆
さ
ん

と
直
接
触
れ
合
い
、
様
々
な
農
業
体
験
を

通
じ
美
瑛
町
の
農
畜
産
物
を
「
体
感
」

す
る
農
感
塾
が
７
月
29
日
美
瑛
町
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
塾
生
は
札
幌

の
近
郊
に
住
む
主
に
小
学
生
で
、（
株
）

農
協
観
光
が
募
集
し
た
も
の
。
美
瑛

体
験
コ
ー
ス
は
人
気
の
コ
ー
ス
で
募

集
定
員
を
満
た
す
の
に
短
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
午
前
７

時
過
ぎ
の
早
朝
札
幌
を
出
発
し
た
一

行
は
美
瑛
町
の
聖
台
ダ
ム
公
園
を
経

由
し
、
体
験
圃
場
の
１
番
目
の
（
株
）
ベ

イ
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
に
到
着
。
農

感
塾
の
開
校
式
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
実
際

に
牛
と
触
れ
合
う
搾
乳
体
験
や
、
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
の
見
学
で
は
近
代
的
な
搾
乳
施
設

に
目
を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
体
験
場
所「
本
山
農
場
／
美
沢
」

で
は
完
熟
ト
マ
ト
の
収
穫
体
験
で
と
れ

た
て
完
熟
ト
マ
ト
の
試
食
は
ど
の
参
加

者
も
「
美
味
し
い
の
連
発
」
で
し
た
。

ふ
れ
あ
い
館
ラ
ヴ
ニ
ー
ル
で
は
美
瑛
産

小
麦
の
う
ど
ん
と
、
牛
乳
を
使
用
し
た

つ
ゆ
の
味
付
け
を
し
た
サ
ラ
ダ
う
ど
ん

に
舌
鼓
を
打
ち
、
加
工
体
験
で
は
美
瑛

ト
マ
ト
を
利
用
し
た
一
口
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
づ
く
り
に
挑
戦
で
す
。
自
分
で
作
っ
た

「
逸
品
」
は
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に
美
瑛
の
思

い
出
も
詰
め
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

美瑛農業に感動　
　わくわく農感塾

思い出詰めて


